
活
断
層
上
の
地
割
れ
発
生
と

建
物
破
壊
に
注
目
を
！

一
昨
年
の
熊
本
地
震
は
、

四
月
一
四
日
夜
の
Ｍ
６
・
４

の
地
震
に
続
き
一
六
日
未
明

に
Ｍ
７
・
３
の
強
烈
な
地
震

が
発
生
し
ま
し
た
。
活
断
層

の
専
門
家
は
日
奈
久
断
層
と

布
田
川
断
層
は
連
続
し
た
一

本
の
活
断
層
と
考
え
て
お
り
、

そ
れ
が
動
い
た
わ
け
で
す
。

最
初
が
余
震
、
二
八
時
間
後

の
も
の
が
本
震
で
す
。
最
初

の
も
の
は
活
断
層
の
長
さ
か

ら
見
て
小
さ
過
ぎ
た
の
で
引

き
続
き
大
き
な
本
震
が
起
こ

る
と
予
測
出
来
た
は
ず
で
す
。

活
断
層
型
地
震
は
、
揺
れ

に
よ
る
被
害
だ
け
で
な
く
、

真
上
で
「
地
表
の
ず
れ
（
亀

裂
）
に
よ
る
被
害
」
が
起
き

ま
す
。
事
実
、
活
断
層
の
真

上
或
い
は
直
近
の
建
物
被
害

は
、
揺
れ
の
被
害
だ
け
で
な

く
、
地
滑
り
や
地
割
れ
で
破

壊
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
活
断

層
上
に
は
、
住
宅
や
工
場
等

を
建
設
す
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん

現
地
調
査
で
の
写
真
を
公
開
。

渡
辺
教
授
は
地
震
発
生

と
と
も
に
三
回
ほ
ど
現
地

調
査
を
行
い
、
活
断
層
に
よ

る
地
表
の
亀
裂
被
害
を
写

真
に
納
め
、
公
開
し
ま
し
た
。

《天恵の海》
２０１８（平成 ３０）年

１０ 月 ２４日
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左
の
図
は
二
面
の
、
署
名
運
動
『
原

発
・
核
燃
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
を

止
め
て
く
だ
さ
い
』
の
た
め
の
説
明

チ
ラ
シ
か
ら
の
も
の
で
す
。
六
ヶ
所
工

場
に
は
東
海
工
場
と
と
も
に
、
膨
大
な

放
射
能
を
、
液
体
の
ま
ま
溜
め
て
お
り

大
地
震
に
耐
え
ら
れ
な
い
現
状
で
す
。

本
年
七
月
、
渡
辺
満
久
教
授
は
Ｉ
Ｗ

Ｊ
（
独
立
ウ
ェ
ブ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
）
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
番
組
に
出
演
し
「
地

震
で
最
も
危
険
な
原
子
力
施
設
は
ど

こ
か
？
」
と
の
質
問
に
「
六
ヶ
所
再

処
理
工
場
で
す
。
想
定
さ
れ
る
地

震
は
Ｍ
８
級
。
私
は
こ
こ
で
の
地

震
被
害
は
大
問
題
だ
と
、
毎
年
、

延
々
と
言
い
続
け
て
き
ま
し
た
」
と

答
え
ま
し
た
。

熊
本
地
震
、
大
阪

北
部
地
震
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

は
直
下
型
地
震
で
活
断
層
上
の
建
物

の
被
害
が
深
刻
で
し
た
。

渡
辺
教

授
の
こ
の
指
摘
を
受
け
と
め
私
達
は
、

特
に
再
処
理
工
場
地
下
の
活
断
層
型

地
震
対
策
が
緊
急
課
題
で
あ
る
事
を

訴
え
、
国
の
総
力
を
挙
げ
た
安
全
対

策
の
実
施
を
求
め
ま
す
。

一
昨
年
の
『
熊
本
地
震
』

に
つ
い
て
の
Ｉ
Ｗ
Ｊ
の
取

材
で
、
渡
辺
教
授
は
直
下
活

断
層
地
震
被
害
に
つ
い
て

述
べ
て
い
ま
す
。

手
前
の
田
ん
ぼ
を

走
る
亀
裂
は
正
面
奧

の
新
築
の
建
物
の
下

に
続
く
。
建
物
は
真

ん
中
あ
た
り
か
ら
折

れ
曲
が
り
駐
車
場
の

自
動
車
が
横
倒
し
に

な
っ
て
い
る
。

セシウム１３７だけで

https://iwj.co.jp/wj/open/archives/427608

2018.4現在

東海工場には約

３４１立方ｍの

高レベル廃液あり



調
査
を
行
い
学
会
で
発
表

こ
の
報
告
は
す
ぐ
に
マ
ス

コ
ミ
に
報
道
さ
れ
、
岩
手
の

私
達
が
そ
の
記
事
を
手
に

し
た
の
は
、
二
〇
〇
八
年
五

月
、
「
海
に
空
に
放
射
能
を

流
す
な
！
」
と
す
る
署
名
を

集
め
政
府
や
青
森
県
・
原
燃

に
届
け
る
活
動
を
し
て
い

る
真
っ
最
中
で
し
た
。
六
ヶ

所
再
処
理
工
場
で
ア
ク
テ

ィ
ブ
試
験
が
開
始
さ
れ
海

に
大
量
の
ト
リ
チ
ウ
ム
な

ど
が
放
出
さ
れ
始
め
て
い

た
の
で
す
。
す
ぐ
に
私
達
市

民
団
体
は
渡
辺
教
授
に
よ
る

六
ヶ
所
現
地
で
の
説
明
会
や

盛
岡
で
の
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

六
ヶ
所
の
大
地
は
撓
（
た

わ
）

ん
で
い
る
。

現
地
説
明
会
で
渡
辺
教

授
は
、
再
処
理
工
場
の
あ
る

台
地
北
側
か
ら
見
た
海
岸

段
丘
は
本
来
水
平
で
あ
る

べ
き
な
の
に
海
側
が
低
く

た
わ
ん
で
い
る
。
台
地
は
海

抜
約
三
〇
ｍ
の
上
面
が
海

側
に
な
る
と
約
一
〇
ｍ
く

ら
い
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
台
地
麓
の
南
側
の
道
路

に
撓
曲
地
形
が
み
ら
れ
る
、

な
ど
と
し
、
こ
れ
は
地
下
に

「
活
動
的
な
逆
断
層
が
あ

る
」
事
を
示
し
て
い
る
と
説

明
し
ま
し
た
。
そ
し
て
左
図

の
よ
う
な
推
定
図
を
示
し
、

「
こ
の
逆
断
層
が
動
く
と

Ｍ
８
級
の
大
地
震
が
起
こ

り
得
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

変
動
地
形
学
と
は

渡
辺
教
授
は
「
変
動
地
形

学
は
、
地
表
に
現
れ
る
地
球

の
変
動
を
読
み
取
る
学
問
」

と
し
、
約
一
二
・
五
万
年
前

は
、
地
球
が
温
暖
化
か
ら
寒

冷
化
へ
、
数
千
年
か
け
て
Ｕ

タ
ー
ン
し
た
時
期
。
従
っ
て

こ
の
時
期
の
海
面
の
高
さ

は
あ
ま
り
変
化
し
な
か
っ

た
。
だ
か
ら
波
浪
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
た
「
海
蝕
テ
ー
ブ

ル
」
は
広
い
。
こ
の
地
形
が

当
時
の
海
面
の
高
さ
を
示

す
指
標
（
Ｓ
面
）
と
し
て
世

界
各
地
に
残
さ
れ
た
。
こ
の

「
Ｓ
面
」
と
現
在
の
海
面
を

比
較
し
、
そ
の
地
域
の
地
形

の
隆
起
や
沈
降
、
浸
食
、
堆

積
な
ど
の
変
動
を
か
な
り

正
確
に
読
み
取
る
事
が
出

来
る
と
説
明
し
ま
し
た
。

内閣総理大臣安倍晋三様

衆・参議院議長様
●再稼働止め原発ゼロ、再エネ促進

●再処理をやめる

●使用済み燃料と高レベル廃液の「安全保管」

●「もんじゅ」の安全な廃炉

●プルサーマル中止、プルトニウムゼロへ

渡
辺
満
久
教
授
は
二
〇
〇
八
年
に
六
ヶ
所
現
地
調
査
を

行
い
日
本
地
球
惑
星
科
学
連
合
大
会
に
お
い
て
「
六
ヶ
所

核
燃
施
設
直
下
に
活
断
層
が
あ
り
、
Ｍ
８
級
の
大
地
震
も

あ
り
う
る
」
と
す
る
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
渡
辺
教
授
の

警
鐘
に
も
拘
わ
ら
ず
日
本
原
燃
は
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の

ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
を
強
行
し
ま
し
た
。

当
紙
『
天
恵
の
海
』
第
五
五

号
に
、
十
年
前
の
現
地
説
明
会

と
盛
岡
で
の
講
演
会
の
記
事

が
載
っ
て
い
ま
す
。

署名事務局

〒573-0028 大阪府枚方市川原町 1-5

「ストップ・ザ・もんじゅ」 内

TEL/FAX 072-843-1904

全
国
の
反
核
市
民
団
体
有
志
が
呼
び
か
け

人
と
な
り
、『
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
も
ん
じ
ゅ
』
、

『
原
子
力
資
料
情
報
室
』
が
集
約
団
体
と
し

て
、
核
廃
絶
に
向
け
た
署
名
運
動
が
始
ま
り

ま
し
た
。
人
類
と
核
は
共
存
出
来
ま
せ
ん
。

地
震
大
国
日
本
は
立
場
を
越
え
て
、
溜
ま
り

続
け
て
い
る
核
を
減
ら
す
方
向
に
一
刻
も
早

く
方
針
転
換
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
岩

手
で
も
全
国
と
と
も
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

第
一
次
集
約
日

二
〇
一
八
年
十
一
月
二
〇
日

第
二
次
集
約
日

二
〇
一
九
年
五
月
一
日

岩
手
県
内
集
約
先

〒
０
２
０

ー

０
１
２
５

盛
岡
市
山
岸
六
丁
目
三
六
の
八
（
永
田
方
）

三
陸
の
海
・
岩
手
の
会

宛

永田文夫講演録
（小冊子）

【六ヶ所再処理工場の

動向と私達の運動】
Ａ４版２６ページ

一部２００円

◇
一
～
四
部

実
費
＋
郵
送
代

◇
五
部
毎
（
十
部
ま
で
）
実
費
＋
ゆ
う
パ
ッ
ク
代

購
入
申
し
込
み

左
記
へ
住
所
・
氏
名
・
部
数
を
記
し
ハ
ガ
キ
で
お
願
い
し
ま
す
。

〒
０
２
０
ー
０
８
８
１

盛
岡
市
天
神
町
十
三
ー
九

（
大
信
田
方
）

三
陸
の
海
・
岩
手
の
会
会
報
事
務
局

宛

（
講
演
録
発
送
に
際
し
て

請
求
代
金
を
記
し
た
郵
便
振
替
用
紙
を
同
封
し
ま
す
）

＊
電
子
版
は

当
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲

載
中
。


